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【はじめに】p型のデラフォサイト型酸化物である CuCrO2薄膜(CCO)の c面サファイア基板上固相成

長法を提案し[1]，Mgと Nの共添加 CCO薄膜(Mg-CCO:N)において c軸配向と低抵抗化(0.1 Ωcm)を確

認し，さらに配向性が熱処理温度の上昇に伴い向上することを報告した[2]．本研究では Mg-CCO:N層

上に透明 n型導電 ZnO膜を堆積し，Mg-CCO:N層の配向性が ZnO特性に及ぼす影響を検討した． 

【成膜と評価】反応性 RFマグネトロンスパッタ法（Ar/N2混合ガス，全圧 1.0 Pa，N2ガス比 70%）を

用い，c面サファイア基板上に室温で 50 nm厚のアモルファス Mg-CCO:N薄膜層を堆積後，ランプ加

熱により窒素雰囲気中（1000 Pa）で 5分間，温度（TC）を 700℃あるいは 900℃の熱処理により固相成

長した．250 nm厚の ZnOは Arガス（1.0 Pa）を用いて 450℃でMg-CCO:N層上に堆積した． 

【結果と考察】Out-of-plane XRDパターンを Fig. 1に示す．ZnOからは c軸配向を表す(002), (004)に加

え，傾斜配向を表す(101), (103)からの回折も観測した．ZnO(002)の回折強度はMg-CCO:N層の結晶性

が優れている 900℃熱処理膜の方が強くなった． 

光透過率スペクトルを Fig. 2に示す．Mg-CCO:N層の光透過率は TCによらず同程度である．ZnOを

堆積した場合，TC = 700°Cでは吸収端近傍の光透過率が単層膜に比べて低下した．一方 TC = 900°Cの

場合，吸収端近傍での光透過率は単層膜と同程度である．この結果は ZnOの高配向化により O欠損な

どの格子欠陥が減少したことを示唆していると考える． 
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Fig. 1. Out-of-plane XRD patterns. Fig. 2. Optical transmission spectra. 

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)18p-E201-11 

© 2018年 応用物理学会 16-024 21.1


